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鈴木 勝敏 

 

人間学部後援会 会長 

　人間学部は今年、開設10年目を迎えました。これを記

念する事業を企画しており、なかでも9月21日（金）に開

催する祝賀会については、卒業生と在学生の若わかし

いチームが企画・運営の案をねっています。 

　これはわたしたちにとってうれしいことです。人間学部

は名城大学の立学の精神「穏健中正」をベースにして「人

間性豊かな実践的教養人」を育成しようとしています。

そのねらいどおりに若い力が育っており、頼もしいかぎり

です。 

　記念事業には、人間学部後援会からのご支援をちょう

だいしています。例年どおり教育についても、4月に新入

生が大学生活に早くなじめるよう、ホテルを会場に1泊2

日の日程で実施した新入生セミナーや、卒業論文研究に

取り組む４年生のゼミナールにご支援をいただきました。

あつくお礼申しあげます。 

　人間学部の教育の特色は、いくつかの学問を足がか

りにして人間のあり方やその営みを立体的総合的に探

究するところにあります。本を読むことはもちろんのこと、

自身の体験を通じて人間のありのままを知ることも学生の

成長を促すうえで大切にしています。これまでも学生が

地域に出向き、そこで暮らす人たちの実際を調査するフ

ィールドワーク、企業や自治体で勤務する経験をつむイン

ターンシップ、およびボランティア活動の充実を進めてきま

した。また、来年度からアメリカ合衆国・ロサンゼルス近郊

の日系企業で学生がインターンシップに取り組めるよう、

準備をします。さらに、開設2年目に入った大学院人間学

研究科の充実による学部教育への効果の波及も見込ん

でいます。 

　人間学部で学んだ諸君が社会をよりよくするために自

分の考えを述べ、行動する日を楽しみに、ご父母のみなさ

まの応援もちょうだいしながら、わたしたちは指導に力を

つくしてまいります。 

 

伊藤 康児 教授 
人間学部 学部長 

  

 
後援会の活動と目的 

定期総会 
前年度の活動報告、今年度の事業計画等の承認および新入生のご父母の皆様に後援会の活動を 
紹介いたします。 

新入生セミナー イベントでの共同作業を通して新入生・学生チーム（2・3・4年生）・教員との交流の機会を支援します。 

卒業祝賀会 立食パーティーを開き、卒業と、新たなる門出をお祝いします。  

周年記念行事 節目節目を振り返り、人間学部の発展と卒業生の活躍をお祝いし、さらなる発展を願う行事を支援します。 

後援会会報 
「こころね」の発行 

新入生セミナーや卒業式など、後援会や学部主催の各イベントの報告を掲載し、就職情報や 
奨学金制度など、役立つ情報をお届けします。 

父母懇談会 
ご子女の大学での様子、成績や就職のことなどについて、ご父母が直接教員とお話しいただける機会です。 
また、就職相談・履修相談・海外研修についてなど、各種コーナーを設け、専門の職員が説明いたします。 

 

 

詳細はP.29をごらん下さい。 

定期総会風景 

前後援会長あいさつ 

学部長あいさつ 

後援会長あいさつ 新役員紹介 
 

ごあいさつ 後援会活動 

定期総会 2012.4月４日（水） 天白キャンパス 共通講義棟北館２階２０２教室 

　人間学部後援会は今年で７年目を迎えました。活動内

容は年々充実したものになってきております。 

　先日、初代後援会会長の中村様にお会いする機会を得、

本会の発足に至った経緯を伺いました。人間学部の第

一期生の卒業を祝福するにあたり、教職員とご父兄の皆

様が夜遅くまで何度も会合を開き、議論を重ねて後援会

が発足したとのことでした。 

　本会の発展に尽力された諸先輩方にあらためて敬意

を表すと同時に、この熱き思いを継承し、今年度も様々な

活動をしていきたいと思います。 

 

　名城大学人間学部で学ぶことのできる学生は、自ら課

題を見つけ主体的に取り組んでおられます。ここで力を

つけられた学生が、これからの社会を担う貴重な人財に

なられることを期待しております。そのためにも後援会が

教職員の皆様と『より緊密に連携』しながら運営してまい

りたいと思っております。 

 

　後援会の活動としまして１泊2日の「新入生セミナー」、

後援会会報『こころね』の発行、父母懇談会（学生の様

子や親として知りたい情報をご担当の先生から提供して

いただく行事）、卒業祝賀会の恒例行事を支援しており

ます。 

　また本年度最大イベントである『人間学部開設10周

年記念行事』を予定しております。同記念行事には後援

会としましても最大限の支援を考えておりますので皆様

方のご理解とご協力をいただきますようよろしくお願い申

し上げます。 

 

・ ・ 
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スケジュール（平成24年度） 

9:30 10:00 10:30 12:30 13:50

受付 

名古屋会場 
平成24年10月13日（土） 10：00～13：50

9:30～ 
10:00～10:30 
10:30～12:20 
12:30～13:50

受付 
全体説明会 
個人面談 
懇親会 

共通講義棟北館 201教室前 
共通講義棟北館 201教室 
234会議室／237会議室 
タワー75 15階レセプションホール 

3階   萩の間前 

3階   菊の間 

3階   萩の間 

12:30～ 

13:00～ 

～15:00

受付 

全体説明会 

個人面談 

浜 松 会 場 

〒430-7733  静岡県浜松市中区板屋町111-2 
TEL：053-459-0111(代)

場所／オークラアクトシティホテル浜松 3F場所／名城大学天白キャンパス 

平成24年10月20日（土） 13：00～15：00

2011.11月12日（土） 天白キャンパス 共通講義棟北館 ［名古屋会場］ 

2011.10月22日（土） ホテルアソシア豊橋 ［豊 橋 会 場］ 
■平成24年度  父母懇談会開催ご案内 

我が子について知ろう！  □ チェックシート  

タワー75 レセプションホールにて懇親会 

全体説明会 個人面談 海外研修の個別相談 

スライド説明 

ご出席の方は、同封の父母懇談会出席はがきを 
9/18（火）までにご返送下さい。 

名城大学天白学舎 

研究 
実験棟 

北館2階 
201教室 

12号館 

本　部 

体育館 
食　堂 

正門 

図書館 

体
育
館 

13
号
館 

11号館 

共通講義棟南 

共通講義棟北 

〒 

校友会館 

2号館 4号館 

10
号
館
 

タワー 
75

父母懇談会 

貴重なご意見をありがとうございました。ご意見を参考に、意義ある父母懇談会の進行に努めて参りたいと思います。 

個人面談では、娘の大学の様子、先

生との関わりを具体例をあげながら話

して頂き、ご指導の温かさが伝わって

きました。適切なご指導に感謝申し上

げます。 

先生から直接授業の様子が聞けて

良かったです。ゼミの完成度も私には

わからないことばかりだったので先生

からの言葉で子供も頑張ってやって

いることが感じられました。今後もこの

ような機会があると親も学校の様子が

わかりとても良いと思いますので是非

続けて欲しいと思います。 

初めての参加だったので不安でしたが、

直接先生とお話をする機会がないの

で来てよかったと思います。子供の学

生生活へのアドバイスも頂きありがた

いと思いました。早速家でも子供とよく

話し合いたいと思いました。また立派

な施設で好感が持てました。個人面

談後時間を持て余してしまいました。 

初めて参加させて頂きましたが、面談

で先生から直接お話を聞くことが出

来て大変有意義でした。また父母の方々

とも懇親を深める良い機会と思います。

父母の方でも子供と一緒に面談を受

けたいと思ってみえる方もいるのでは？

可能であれば三者面談もできるような

形にしてはどうでしょうか？ 

懇談会、個人面談の通知が来て参加

の返事はしたものの、他の保護者の

方は参加されるのだろうかと不安でし

たが、想像以上の保護者の方が参加

されていて安心しました。個人面談の

順番が終了してからレセプションホー

ルへ行くまでの時間が長く感じられ、

手持ち無沙汰でした。 

4年間毎年楽しみに出席させて頂きま

した。毎回趣向をこらした内容に普段

中々わからない子供の様子が察せられ、

とても有意義でした。来年からは参加

できないのがとても残念ですが、人間

学部に入学させていただきとても感謝

しております。人間学部の更なるご発

展をお祈り申し上げます。どうも有難う

ございました。秋だけでなく、小規模

でも良いので春にもお願い出来たら良

かったと思います。 

 

 

父 母 の 声（平成23年度） 

　人間学部父母懇談会は、名古屋会場および地方会場にて年1回開催されています。名古屋会場では親睦会や公開講座 

なども行われました。ご子女の学生生活を知るため、またご父母の交流の場としても活用されています。 

名古屋会場 

浜 松 会 場 

全体説明会 個人面談 
（面談終了後キャンパスツアーへ） 

懇親会 

12:30 13:00 15:00

受付 全体説明会、個人面談 

□ 子どもと大学生活についてよく話をする。 

□ 入学式以外に大学に来たことがある。 

□ ゼミの先生の名前を知っている。 

 

□ 子どもの単位取得状況を把握している。 

□ 就職・進学について学部の情報を知っている。 

□ 授業内容や必要単位について知っている。 

□ 学食のメニューについて知っている。 

□ エントリーシートについて知っている。 

 

上記の項目について、チェックが2つ以下だった場合、ぜひ次の父母懇談会にご参加下さい。 
お子様の学習の状況や学生生活の様子を垣間見ることができます。 

父母懇談会では… 
 

□ 子どもがアルバイトなどで忙しいが、 
なるべく話をする時間を作っている。 

□ ゼミや授業の雰囲気について 
子どもから話を聞いている。 

 

○ 成績表がもらえます。単位をどれだけ取得できているか分かります。 
○ お子様の大学での生活や就職状況について先生とお話できます。 
キャンパスツアーで大学内を見学できます。 

○ 他の保護者の方とお知り合いになる機会になります。 

 

【3階平面図】 

EV

萩 

チェルシー 

メイフィア 

桜 
菊 

3階ロビー 

↑
コ
ン
グ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
へ 
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　3月16日、平成23年度名城大学卒業式が愛知県体育館で行われ、

3557名が卒業、修了しました。続いて会場をウエスティンナゴヤキ

ャッスルに移し、後援会主催の卒業祝賀会が盛大に行われました。 

　卒業祝賀会では学部長より卒業論文優秀者21名に対し、表彰

状と記念品が贈呈されました。伊藤康児学部長の祝辞では、指揮

者小澤征爾氏の自伝「僕の音楽武者修行」から、人 と々交流を深め、

愛されることが彼の音楽活動を支え、今や「世界のオザワ」となった

というエピソードが紹介され、卒業生の皆さんにも「人とともに生き、

人とともに働く」ことを常に考えながら、これからの社会に羽ばたい

てほしいとエールを送られました。卒業生代表の石原光貴さんの謝

辞では、「今日を新しい始まりの日とし、名城大学で学んだことを誇り

に思い、そこで得た広い視野・知識を十分に発揮し、社会性・国際

性を持った人間として広く社会で活躍していくことをここに誓います。」

と力強い挨拶がありました。 

　その後、第6期生207名にゼミ教員から学位記が手渡され、当日

の運営の手伝いに集った学生チームに見送られて会場を後にしま

した。この模様はインターネット生中継サービスUSTREAMにて放

映され、延べ300名を超える方にご視聴いただきました。 

　人間学部は4月14、15の両日、初年次教育の一環として、豊

橋市の三河湾に面したリゾートホテル「シーパレスリゾート」で新

入生セミナーを行いました。新入生の今後の学習や生活を支え

る仲間づくりを目的に、学生スタッフ委員会と2年生以上の学生

チームが企画・立案しました。参加者は新入生207人、学生チー

ム16人、教職員25人の計248人。新入生たちは伊藤康児学部長、

学生チームリーダーの西千波さんから歓迎のあいさつや注意・

説明を受けた後、バス6台で豊橋へ向かいました。 

　セミナー1日目は、学生スタッフ委員会が用意した「コンセンサ

スゲーム」を行い、ゼミ対抗のドッジボール大会で汗を流した後、

夕食を兼ねたパーティーを楽しみました。パーティーでは、コンセ

ンサスゲーム、ドッジボール大会の表彰も行われ、名城大学クイ

ズで盛り上がりました。卒業生も歓迎に駆け付け、パーティーの

最後にサプライズな演出もあり、先輩方の粋なプレゼントに、新入

生も感激した様子でした。2日目は、「1年後の自分」へ手紙を書

き、セミナーは終了しました。手紙は来年4月に参加した学生た

ちに届きます。 

　新入生セミナーのアンケート結果は次頁の通りです。年々、満

足度が上がっており、「みんなと一緒に楽しめて友達も出来て良

かった」という声がありました。学生チームはアンケート結果と新

入生たちの声を参考に反省会を行い、来年のセミナーをより有

意義なものにするために動き始めています。人間学部は、こうし

た新入生の仲間づくりを2年次以上の学生の主体的活動に支

えられ、学生たちの成長を支援しています。 

 

 

池田 紗織 

石川 泰地 

稲垣 僚祐 

 

 

大島 和貴 

矢田 千里 

掛　 太紀 

掛札 惠子 

伊達 あづ沙 

荒木 舞香 

内海 紗也加 

神田 奈純 

孫　 晶 

野澤 亜李紗 

高橋 俊貴 

野田 啓将 

正木 陽子 

土ヶ端 裕貴 

野村 直也 

 

〈岡戸 浩子ゼミ〉 

〈和田 実ゼミ〉 

〈村松 定史ゼミ〉 

 

 

〈村田 泰美ゼミ〉 

〈天童 睦子ゼミ〉 

〈伊藤 俊一ゼミ〉 

〈池田 輝政ゼミ〉 

〈畑中 美穂ゼミ〉 

〈一ノ谷 清美ゼミ〉 

〈安藤 喜代美ゼミ〉 

〈加茂 省三ゼミ〉 

〈志村 ゆずゼミ〉 

〈船田 秀佳ゼミ〉 

〈ビーチゼミ〉 

〈伊藤 康児ゼミ〉 

〈宮嶋 秀光ゼミ〉 

〈西村 善矢ゼミ〉 

〈水尾 衣里ゼミ〉 

企業の求める人物像と大学生の実態 
　　　　　－主体性と協調性の観点から－ 

多次元的道徳性尺度の作成と妥当性・ 
信頼性の検討 

パリと東京の地下鉄 

大学生における日常生活と精神的健康の関連 

アメリカ合衆国大統領の戦争メッセージにおける 
レトリック 

家庭と仕事の両立を目指して 
　　　　　－変わりゆく女性・育児政策－ 

現代日本の新宗教 
　　　　　－宗教意識の低下が招く危険－ 

尾田栄一郎の表現世界～ワンピース～ 

欺瞞認知される発言内容と信頼感及び 
嘘に対する許容度との関連 

「19世紀イギリスにおける混沌の表象 
－ブラム･ストーカー『吸血鬼ドラキュラ』について－」 

大学生の職業選択と結婚観～親が与える影響～ 

「世界遺産と生きる 
　　－世界遺産登録が地域社会に与えた影響－」 

バウムテストの妥当性に関する一考察 
　　　　　－ＮＥＯＰＩ－Ｒ検査との関連性－ 

日韓比較研究 

Ｌｉｖｅｒｐｏｏｌ  ＦＣ 

絵文字・顔文字を含む携帯電話メールが 
受信者に及ぼす効果 

太宰治の幼年期とその声なき慟哭 
　－大人になれなかった小説家の悲しみと苦悩－ 

ワイアット・アープ：その虚像と実像 
　　－西部開拓時代の「英雄」をめぐって－ 

港湾整備の在り方に関する研究 
　　　　　～名古屋港を事例にして～ 

 

学位記授与式・卒業祝賀会 新入生セミナー 2012.3月16日（金） 2012.4月14日（土）、 15日（日） 

〈塩 万里ゼミ〉 

豊橋シーパレスリゾート 

4月14日 

新入生セミナースケジュール 

9：30 学部長あいさつ、学生チームリーダーあいさつ、 
当日のスケジュール説明 
バスにて現地へ移動 

12：00 豊橋シーパレスリゾート到着 
昼食 

13：00 コンセンサスゲーム 

15：00 ドッジボール大会 

17：30 自由時間 

18：00 懇親パーティー 
コンセンサスゲーム結果発表 
名城大学クイズ王、ドッジボール大会表彰 

20：00 翌日のガイダンス 

20：10 自由時間 

23：00 就寝 

4月15日 

7：00 朝食　＊2班に分かれて交替で食事 
9：00 セミナー（1年後の自分への手紙） 

アンケート他 
9：40 ホテル発、帰路へ 
11：40 大学到着、解散 

学生チームリーダー西さんのあいさつ 

グループに分かれてコンセンサスゲーム 

ドッジボール大会 

懇親パーティー 

「1年後の自分」への手紙 

〈人間学部長賞〉 

神谷 映梨香 

後藤 碧 

田嶋 友貴 

 

 



 
■ 保護者の皆様へ 
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　文部科学省が5月に発表した大学改革案をみますと、「主

体的に学び・考え・行動する」が大学における学びのキーワ

ードになるようです。確かに大学は学生一人ひとりが主体的

な学びを展開する場であります。そういう意味では、学生の

みなさん一人ひとりが大学の主人公であると言うことができ

るでしょう。しかし主人公であるということは、自分が中心と

なって演じることができると同時に主人公としての責任をも

また負うことを意味します。教員たちは授業を通じて学生み

なさんの学びを指導します。そこで指導に糧をみいだすか

否かは学生のみなさん次第です。学生みなさんが卒業を間

近に控えた段階で自らの大学生活を振り返る時、意欲的に

過ごしたのと受け身のままで過ごしたのとでは、それぞれの

充実度に大きな差を感じるのではないでしょうか。 

　名城大学および人間学部学務委員会では、意欲的な学

生への支援を行っています。毎年秋には3年生、4年生を対

象に学業優秀A奨学生を選考しており、2011年度は3年生

7名、4年生6名がA奨学生となりました。また毎年度末には、

優秀な成績を修めたクラブに所属する学生、ボランティア活

動に励んだ学生、TOEIC高得点者となった学生等に対して、

学長表彰が行われています。さらに後援会より表彰くださる

卒業論文優秀者は、卒業論文という困難な課題に挑戦す

る学生みなさんへの励みになっています。 

　人間学部では、1年次の基礎ゼミナール、3年次の展開ゼ

ミナール、4年次の卒業研究ゼミナールと少人数での授業が

行われています。こうした少人数での授業を中心にして、各

教員は学生を把握することに務めています。もし授業で疑

問に思ったこと等があれば、授業終了後に質問していただ

いても結構ですが、学生のみなさんから教員の研究室を意

欲的に訪問して欲しいと思います。教員はそれぞれオフィス・

アワーを設定しており、その時間帯は研究室に在室していま

す。オフィス・アワーの時間は教員毎に異なりますので、名城

大学のポータルサイトで確認してください。オフィス・アワー以

外の時間帯に学生との面談を受け付ける教員もいますので、

それは教員に直接確認するようにしてください。とりわけ1年

生のみなさんはこれまでの高等学校のような教員のいる職

員室がないことから、研究室に教員を訪ねることを躊躇する

傾向があるようです。それでも教員に質問したいという意欲

があれば遠慮なく研究室を訪問することをお勧めします。 

　こうした授業を中心とする大学生活全般をサポートする

のが学務委員会の役割です。現在の人間学部学務委員

会は、《心理》、《社会・教育》、《国際・コミュニケーション》

という三つの専門分野それぞれから選出された教員8名と、

専門の事務職員によって構成されています。学生のみなさ

んが入学した際「学生便覧」が配布されていると思いますが、

その「学生便覧」に掲載されている事項（履修や成績、奨

学金等）が学務委員会の主な担当分野となります。学生の

みなさんがそのようなことに関して聞いてみたいことや相談

したいことがあるようでしたら、ぜひタワー75校舎3階の「学

務センター人間学部窓口」に相談するようお話ください。そ

こでは専門の事務職員が受け付け、みなさんからの相談に

関し学務委員と事務職員が協力して対応いたします。 

　さて、学務委員会では、授業に欠席しがちあるいは成績

が芳しくない学生のみなさんを対象に、「学修指導」と称す

る個人面談を前期と後期の年二回行っています。そこでは

対象となった学生のみなさんから生活の現状を聞き取りな

がら、学業中心の生活を再開し卒業を視野に入れることが

できるよう、学生のみなさんの事情に応じた助言・指導を行

っています。その成果は、人間学部の退学率が名城大学の

他学部に比べて低いということに表れています。それでもこ

こ数年は、2年生で学修指導の対象となる学生の人数が増

える傾向にあります。その原因の一つに、1年生で夏休みを

終えると大学生活にも慣れることからアルバイト等に多くの

時間を割くようになり、それ以降の学業がおろそかになるこ

とがあるようです。確かに大学生活には多くの自由な時間

があり、それが学生の特権でもあります。アルバイトは大学

外での社会経験として有意義という見方もあります。経済

的な都合でアルバイトをせざるをえないという事情もあると思

います。最近は長引く不況のせいか、優秀なアルバイトを正

社員なみに拘束する場合もあると聞いています。本来は学

業に費やすべき時間までアルバイトを行ってしまっては本末

転倒です。こうしたアルバイト過多の状況から早く抜け出す

ことができれば、学業への影響を防ぐことができます。保護

者のみなさまも、お子さまがアルバイトを過剰に行っていない

かどうか、あるいは大学生活を順調に過ごしているかどうか

気にかけていただければ幸いです。 

　学務委員会は今後も学生みなさんが充実した学生生活

を過ごすことができるよう取り組んで参ります。保護者のみ

なさまからのご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

　第2回スポーツ大会を学生チームの企画により、大学と後援会の援助を受け開催しました。バレーボールで汗を流し、先生方と学

生の親交を深めました。本年度も第3回スポーツ大会の開催を予定しております。沢山の学生さんの参加をお待ちしております。 

　毎年８月頃、塩崎ゼミは３年生と４年生合

同のゼミ合宿を２泊３日で行います。近年は、

和歌山や岐阜方面へ赴きました。４年生にな

ると履修科目が少なくなるため、友人とキャン

パス内で会う機会が減りがちです。そのため、

ゼミでしか友人と顔を合わさない学生にとって、

ゼミ合宿は学生生活をより充実させるための

良い機会になると思います。合宿中は、バレ 

ーボール大会や手打ちそば作り体験、手持ち花火で夏を満喫するなどを通して、友人の

意外な一面を発見でき、親睦が深まります。また、先生とも学業以外のプライベートな話

をすることができるため、距離が近づきます。 

　さらに、４年生は卒業論文、３年生はミニ卒論に取

り組んでいるため、宿泊先の会議室等で研究内容の

中間発表会を行います。互いの研究の取り組み方を

知ることで、自らの探究心を深め、合宿終了以降の

研究に役立てていくことを目的としています。合宿中

に深めた仲は、切磋琢磨し合える関係に繋がってく

ると思います。 

 

学 務 委 員 岡戸 浩子 教授、天童 睦子 教授、水尾 衣里 教授、村松 定史 教授、塩  万里 准教授、ウェストビィ 准教授、原田 知佳 助教 

学務委員長 加茂 省三 准教授 

平成24年度の人間学部学務委員担当教員は下記のとおりです。 

学務委員会 

スポーツ大会 

ゼミ合宿 学外表彰 

〈中日書道展〉 
○準特選 亀井  陽 （人間学科３年） 

○佳　作 梶川  悠 （人間学科１年） 

■塩崎ゼミ 

2011.10月8日（土） 

新入生セミナーアンケート結果 

1  新入生セミナー全体を通じてどう感じましたか？ 

23年 

24年 

83 大変良かった 83 やや良かった 

80 大変良かった 107 やや良かった 

27 どちらでもない 

14 どちらでもない 

8 やや悪かった 

1 やや悪かった 

1 大変悪かった 

1 大変悪かった 

2 無回答など 

4 無回答など 

2  新入生セミナーは友達を作るきっかけになりましたか？ 

23年 

24年 

101 大いになった 82 ややなった 

87 大いになった 102 ややなった 

14 どちらでもない 

12 どちらでもない 

4 あまりならなかった 

2 あまりならなかった 

1 全くならなかった 

1 全くならなかった 

2 無回答など 

3 無回答など 

3  新入生セミナーはこれからの学生生活に役立ったと思いますか？ 

23年 

24年 

65 大いに役立った 85  やや役立った 

67  大いに役立った 108  やや役立った 

37 どちらでもない 

24 どちらでもない 

13 あまり役立たなかった 

3 あまり役立たなかった 

1 全く役立たなかった 

1 全く役立たなかった 

3 無回答など 

4 無回答など 

木村 優里 
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　この保険は、学生の教育研究活動中に災害に対する

補償制度で、保険料（4年間で2,650円）は大学が負担し

入学者全員加入しております。詳細は紙面では書ききれ

ませんので、入学時に配付された「学生教育研究災害傷

害保険加入者のしおり」を参照してください。 

 

保険の補償範囲 

　正課中、学校行事中、課外活動中を含めた教育研究

活動のほとんどの傷害事故が補償の対象になります。

（病気等は対象外ですので、ご注意ください。） 

　①正課中（講義、実験実習、演習、または実技などの

　　授業中と、それらに関する研究活動を行っている間）

　　の傷害事故。 

　②学校行事中（入学式、オリエンテーション、卒業式な

　　どの大学が主催する学校行事中）の傷害事故。 

　③大学キャンパス内にいる間（授業間の休憩中あるい

　　は昼休み中など）の傷害事故。 

　④課外活動中〔キャンパス内およびキャンパス外（ただ

　　し大学に届け出た活動中）で行う課外活動中〕の傷

　　害事故。 

　⑤通学中〔住居と学校施設等との間を往復する間（大

　　学が禁じた方法を除く）〕の傷害事故。 

　⑥学校施設等相互間の移動中〔学校の施設の他、授

　　業等学校行事または課外活動の行われる場所の相

　　互間を移動している間（例えば、本学とフィールドワ

　　ーク先への移動：ただし、バイクや自家用車など大学

　　が禁じた方法を除く）〕の傷害事故。 

 

支払われる保険金 

　傷害の内容に応じて次のような保険金が支払われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険金が支払われない場合 

　次のような場合に生じた傷害に対しては保険金は支

払われません。 

　①被保険者の故意、自殺行為、犯罪行為。 

　②地震、噴火、津波。 

　③山岳登はん、リュージュ、航空機操縦（グライダーを

　　除く）、スカイダイビングなど危険度の高い運動を行

　　っている間。 

　④大学が禁じた行為を行った場合、もしくは大学が禁

　　じた時間・場所にいる間など。 

 

生命保険 

　大学が強制加入している保険は上述の傷害保険だけ

です。この保険では大学とは関係のない場所での事故

はもちろん、病気に対しては全く保障されません。学生は

まだ若いので病気になる確率は低いのですが、万が一に

備え、各ご家庭で独自に生命保険や傷害保険に加入さ

れることをお勧めいたします。 

 

 

 

 

　学生生活の経済的負担を少しでも軽減し、より充実し

た学生生活が送れるように学外および学内の奨学制度

があります。 

　学生に対する奨学制度は、毎年4月のオリエンテーショ

ン時に詳しく説明していますが、窓口として学務センター

（生活支援）で常時奨学生の相談を行っています。 

 

日本学生支援機構奨学生（旧日本育英会奨学生） 

①1年次と2年次以上が対象です。2年次以上は若干名

　です。 

②奨学生としての申込み条件 

〔学力〕 

イ.1年次の学生は、調査書（高等学校時の評定平均値）

　で3.5以上が第一種、平均水準以上が第二種の申込

　み条件です。 

ロ.2年次以上の学生は、学生が所属する学科の中で学

　業成績が上位1/3以内が第一種、平均水準以上が第

　二種の申込み条件です。 

〔家計〕 

　本人の属する世帯の一年間の総所得金額が日本学

生支援機構の定める所得水準以内であること。 

 

1 学生教育研究災害傷害保険 

2 奨学金制度 

3 表彰制度 

4 遠隔地被扶養者証（保険証） 

奨学生の種類と募集期間（平成23年度入学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③風水害などの天災によって被害を受けた者や、家計支

　持者の病気、死亡、事業の倒産、火災などにより家計

　が急変し、経済的に困窮する事態になったときは、特

　別な出願条件がありますので、このような場合（４年次

　を含む）には学務センター（生活支援）に相談してください。 

 

平成23年現在人間学部貸与者数 

 

 

 

 

 

名城大学奨学生制度 

　名城大学には次のような奨学制度があります。 

　詳細は学務センター（生活支援）にお問い合わせください。 

1）学業優秀A奨学生制度  

　学業・人物共に優秀な学部3・4次の学生を対象とした

制度で、20万円が支給されます。 

2）修学援助奨学生制度 

　①修学援助（A） 

　　学業成績が優秀で、修学意欲があるにもかかわら

　　ず、経済的理由により学業の継続が困難と認められ

　　る学生を対象とした制度（募集期間：5～6月頃） 

　②修学援助（B） 

　　家計支持者の病気、死亡、または、火災、風水害等

　　の被害により家計が急変した学生を支援する奨学

　　制度（募集期間：随時。選考は6、9、12、2月の年4回） 

　③利子補給奨学制度 

　　経済的理由により本学と提携する銀行の教育ロー

　　ン（随時募集）を利用した学生を対象とした奨学制

　　度（募集期間：1月頃） 

3）その他 

　海外研修奨学生：本大学の大学間協定締結大学に、

語学研修や国際学術交流で海外研修に参加した学生

を対象とした制度で、5万円が支給されます。なお、国際

学術交流の海外研修の場合には、後援会からさらに援

助金が支給されます。 

名城大学校友会奨学生 

　名城大学校友会では、奨学金制度を設けています。 

　［問い合わせ先：校友会］ 

都道府県、市町村、諸団体奨学生 

　地方自治体、各種団体等が行っている奨学生制度で

す。大学としては各団体から募集があり次第、掲示して

学生に周知させ、学務センター（生活支援）へ出願するよ

うに指示しています。また、この取扱いは地方自治体の県

庁、市町村役所などへ直接問い合わせると相談に応じて

くれます。現在、本学で取扱っている団体は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　名城大学では学生諸君の様々な活動を励まし元気付

けるため、色々な表彰制度があります。学長表彰としては、

課外活動団体表彰、課外活動団体個人表彰、TOEIC

高得点者表彰、スチューデントアシスタント表彰、学生協

力員表彰、ボランティア活動などに対する表彰、大学祭学

術優秀企画表彰などがあります。学長顕彰は全国的な

スポーツ大会で特に優れた成績を収めた個人に与えら

れています。スポーツ・文化活動支援後援会表彰は課外

活動団体を陰から支えた役員、マネージャー、応援団など

に対して授与されています。 

 

 

 

 

　学生が扶養者と離れて生活する場合は、万一の病気や

事故に備えて、遠隔地被扶養者証を必ず用意してください。

手続きとしては、タワー（高層棟）3階の学務センター横に

設置されている証明書発行機で、毎年4月に在学証明書

を発行してもらい、それを扶養者が加入している保険機関

に送り、遠隔地被扶養者証の交付を依頼してください。 

石川県教育委員会 

岐阜県教育委員会 

（財）山口県育英会 

あしなが育英会 

（財）横山育英財団 

（財）朝鮮奨学会 

富山県教育委員会 

（財）電通育英会 

交通遺児育英会 

大幸財団 

（財）中村積善会 

死亡 

後遺 
障害 

医療 

入院 
（日額） 

正
課
中
・ 

学
校
行
事
中 

課
外
活
動
中
・ 

キ
ャ
ン
パ
ス
内 

　
　
　
　
休
憩
中 

通
学
中
・ 

学
校
施
設
等 

  

相
互
間
の
移
動
中 

1,200万円 

学種区分 

第一種 
（無利子） 

第二種 
（有利子） 

 

貸与始期 貸与月額 学内募集締切 

4月下旬 

自宅通学 
30,000円・54,000円 
の中から選択 

自宅外通学 
30,000円・54,000円・ 

64,000円 
の中から選択 

の中から選択 

30,000円・ 
50,000円・ 
80,000円・ 
100,000円・ 
120,000円・ 

 

4月下旬 

第一種 

1年生 

2年生以上 

第二種 合計 

10名 

66名 

62名 

209名 

72名 

275名 

4月 

4～9月の 
間で 

希望する月 

障害の 
程度により 

54万円～ 
1,800万円 

治療日数により 

3,000円～30万円 
（治療日数 
1日以上が対象） 

治療日数により 

3万円～30万円 
（治療日数 
14日以上が対象） 

治療日数により 

6,000円～30万円 
（治療日数 
4日以上が対象） 

障害の 
程度により 

27万円～ 
900万円 

障害の 
程度により 

27万円～ 
900万円 

600万円 600万円 

4,000円 4,000円 4,000円 

大
　
　
学 
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■ 平成23年度 就職状況報告 

　厳しい経済状況の中、この春の卒業生（平成23年度卒

業生）の就職状況は過去2年よりは改善したものの、まだ厳

しいままです。詳細はキャリアセンターによる報告のページを

見ていただきたいと思いますが、就職率は85 . 9％（在籍者

数に対する割合は66.5％）となっております（平成22年度は

77.3％、平成21年度は73.9％、平成20年度は87.2％）。就

職支援は、キャリアセンターを中心に行っておりますので、ど

のような支援を行っているかについてもキャリアセンターによ

る報告（P.17、18）をご覧ください（これほど丁寧に指導して

くれるのに参加しない学生が少なからずいます）。 

　人間学部では、就職支援に関わるものとして、キャリアセ

ンターのサポートのもと、インターンシップ（企業や官公庁等

での就業体験制度）を実施しております。インターンシップは

学部カリキュラムの中では体験科目として位置付けられてお

り（したがって、卒業のための単位としても認められます）、

本年度は77名の学生が登録しています（受け入れ先の問

題があるので全員が行けるわけではありません）。 

　具体的な実施手順について図に示しましたのでご覧くだ

さい。まず、インターンシップを希望する学生は、各年度のは

じめに履修登録というかたちで申請し、キャリアセンターと相

談しながらインターンシップ先を決定します。実際にインター

ンシップが始まる前までに、キャリアセンター主催によるマナ

ー講座などのガイダンスが数回開かれ、企業等の一員として

働くための基本事項が指導されます。その後、学生は、企業

や官公庁において事務仕事から、営業、接客など様々な仕

事を体験します。インターンシップの期間は10日程度です。イ

ンターンシップ終了後には報告書を提出し、参加者全員と就

職委員の教員で報告会が開催されます。報告会では、学生

がインターンシップ先での体験を口頭で発表し、教員が質問

をして、学生の体験（成長）を知る機会になっています。 

　インターンシップを通して、学生たちは、社会人になるため

の心構えや、働くことの意味を自分なりに考えるようになります。

また、インターンシップを契機に、自身の就職の目標を見出す

者も多くいます。 

　今年も就職状況は厳しいままです。このような状況です

から、キャリアセンターの指導を受けるだけでなく、自らがあ

らゆる角度から就職に関する情報を収集し、企業セミナー、

企業説明会に参加する必要があります。さらに、OB・OG訪

問もして、積極的に行動することが求められます。 

　最後に、学生の就職状況を見ていての印象を記しますと、

挨拶ができない人、マナーの悪い人、声が小さくて何を言っ

ているのかが分かりにくい人、見た感じが大人しそうな人（暗

そうな人？）などがなかなか内定をもらえないようです。最初

に抱いた印象を覆すのは大変難しいので（最初に「こうい

う人だ」と思った印象に合致する情報しか我々は記憶にと

どめようとしませんし、その最初の印象に合うように情報を

歪めて認知するからです）、第一印象を良くするのが重要

です。もちろん、これらは必要条件であって十分条件ではあ

りません（挨拶ができたからといって就職できるわけではあ

りません）。 

　就職活動を始めてからすぐに身につくものでないものが

第一印象に大きな影響を及ぼしますから、就職活動を始め

る前から、社会的マナー、真のコミュニケーション能力を身に

つけるように心がけておく必要があると思われます。 

 

　平成23年度の就職戦線は、東日本大震災による混乱の一

年となりました。混乱の要因は、3点挙げられます。最大の要因

は、１．「企業の採用スケジュールの変更」にあります。この影響

を受け、２．「内定後の就職活動（以後、「就活」と称す。）継続

学生の増加」３．「内定辞退の増加」という結果を招き、企業の

採用活動と学生の就活の長期化に繋がった一年となりました。 

　１．「企業の採用スケジュールの変更」は、震災後、被害の大

きい関東・東北地区の学生たちの就活に配慮し、大手を中心

に多くの企業が、選考の開始時期を5月または、6月に延期（例

年の選考開始時期は、4月から）する措置を取りました。大手企

業の選考が概ね収束したのは7月あたりで、例年よりも1か月から

１か月半ほど遅れたスケジュールとなりました。多くの中堅企業、

中小零細企業の採用活動はその後から本格的に開始すると

ころが多く、採用活動の長期化に拍車をかける結果となりました。 

　２．「内定後の就活継続学生の増加」が顕著な年でした。学

生の傾向として、知名度のある企業を第一志望にします。第一

志望以外の企業から内定を得ても、第一志望の結果が出るま

で卒業後の進路が決定しません。今回、大手企業を中心に採

用活動を後ろに伸ばしたため、5月までに内定を得た学生が、そ

のまま就活を継続するケースが多く見られました。例年、大手企

業は採用活動を5月中旬までに終了します。大手企業に内定を

得た学生は、就活を終了しますので、未内定の学生は、競争相

手が減ります。しかし、平成23年度は、競争相手が減ることなく、

7月あたりまで就活をすることになり、早期に内定を得た一部の

学生と全く内定が出ない多くの学生に二分される結果となり、

未内定の学生にとって就活が長期化する状況となりました。 

　３．「内定辞退の増加」は、就活の長期化に繋がる大きな問

題でした。平成22年度までは、第一志望の結果がすぐ出たため、

複数内定を1，2か月保持する学生は、極めて少数でした。平成

23年度は、複数内定を得ながら就活を継続する学生が見受け

られました。第一志望の企業の選考が終わるまで就活を続け

るためです。このことが、内定辞退の増加に繋がりました。一方、

企業側も内定辞退を予測して、一度に多くの学生に内定を出

すことなく、時期を分散して、学生確保の内定を出したため、学

生にとっては、倍率の高い競争になり、厳しい就活となりました。 

　また、7月に発生したタイの大洪水に併せて、歴史的な円高

により、株価も11月には、約2年8か月ぶりに8200円を下回るなど、

企業にとって大変厳しい一年となり、採用枠への影響が懸念

されました。本学の求人受付状況は、5月以前は、震災の影響

で、求人社数は減少しましたが、6月以降は増に転じ、最終的

には、前年度に比べて、求人社数が増となりました。リーマンシ

ョックから続いてきた求人社数の減少傾向に歯止めが掛かり

ましたが、リーマンショック前の求人社数には、大きな差があり、

昨年度と同様に厳しい年でした。 

　このような、状況の中で、本学の最終的な就職率は、前年度

より若干上回る結果（※１．）となり厳しい就職環境の中で非常に

良い結果となりました。 

　平成25年3月卒業（修了）生の就職戦線は、企業の採用広報

開始や大手就職情報会社主催の合同企業セミナーが、12月（前

年までは10月）スタートとなりました。これにより、エントリーシート（以

降、「ES」と表記。）提出時期が、2月に集中し、学生たちは、ESを

書きあげることに時間を費やした結果、合同企業セミナーや会社

単独の説明会の参加者数が、昨年度より大幅に減少しました。企

業の広報活動の期間が2か月圧縮されたことにより、学生が会社と

接触できる時間が減少し、業界・企業理解不足となることや、説明

会や面接試験のバッティングに繋がりました。学生にとっては、昨

年までとは違い、短期間に多くのESを完成させたり、説明会参加、

採用試験を受ける必要があり、スタートダッシュに遅れないことが

非常に重要な年となりました。 

　リクルートワークス研究所が、平成25年卒の求人倍率の発

表（平成24年4月25日）をしました。求人倍率1.27倍と、前年の

1.23倍よりわずかに上昇すると予測を出しました。来年度も大

きく雇用環境が回復できない状況であり、就職活動の長期化

は免れそうもありません。最後まで粘って、就職を決めることを

切望します。最後まで、粘り強く取り組む事ができる就活生を

企業は望んでいるはずです。 

 

名城大学キャリアセンター 人間学部 キャリアセンター委員　和田　実、安藤 喜代美 

 

 私は就職活動を始める際、「今後どうやって生きていき
たいか」と自分に問いかけることから始めました。自分の「将
来在りたい姿」を想像したのです。例えば私は就職後も「趣
味をずっと続けたい」「将来的に家族と多くの時間を過
ごしたい」というのが強い望みでした。その上で自分の
性格を改めて分析し、企業調べを行い「適した職」をと
ことん追求しました。面接では「夢」と「自分らしさ」を正 

直にはっきりと主張しました。ちなみに嘘は大抵見抜かれます。 
　就職活動の中で辛いのは「自分と他人を比べること」です。上手くいく人、
希望通り進む人は周りに現れます。ですがあなたはあなた。他人とは比べなく
て良いのです。また、息抜きのために「趣味」を持ちましょう。いかに気分転換
ができるかは非常に重要な上に、就職後にもきっと役に立ちます。 
　とにかく最後まで「素直な自分」を忘れず、油断せず、諦めずに仲間と支え
合い、納得のいく就職活動にして下さい。頑張った分だけ「美味しいお酒」が
待っていますよ。 

古田 裕之 人間学科4年 

　私は部活動に所属しているため、シーズンを
迎える時期までには必ず就職活動を乗り越え
たいという思いが強くありました。しかし、将来
の夢や目標もなかったため、何から手をつけた
ら良いのかわかりませんでした。そこで、今まで
の自分を振り返り、自分のどういった部分が、今
後働くにあたって、どのように活かせるのかとい 

うのを分析しました。自分を知ることは、履歴書を書く時や、面接でも
とても重要になります。「これだけは誰にも負けない！」という強みや
アピールできることを、是非見つけてください。 
　就職活動はとても辛いです。周囲と比較して、「どうして自分だ
け･･･」と思うこともあると思います。私はそういった悩みや不安を友
人や家族にいつも相談に乗ってもらっていました。同じ就職活動を
する仲間はたくさんいます。仲間と共に支え合い、刺激し合いながら、
就職活動を乗り越えてください。応援しています。 
 

熊澤 綾那 人間学科4年 

 

学 生 の 声 インターンシップの実施手順 
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※１． 本学全体の就職率（卒業生数から大学院進学者数を 
除いた数に対する就職率）は、85.2％（前年度83.1％）。 
前年度比較、2.1ポイント増。 
 

 
就職委員会 
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　平成23年度の求人社数は、8,694社（平成

22年度7,572社）となり前年度の14.8％増となり、

3年連続減少に歯止めがかかりました。 

 

　人間学部の卒業生数から大学院進学者数を除いた数

に対する就職率は、85.9％（前年度77.3％）です。 

　残りの29名（14.1％）のうち、14名は、専門学校等に進

学や公務員、教員、国家資格を目指す者です。それ以外

の15名（昨年34名）は、人間学部卒業生212名の7.0％（昨

年16.0.％）にあたり、不明，アルバイト等です。 

　また、規模別に見ると従業員500人以上の大企業へ38.4

％の学生が就職しており、およそ2.6人に1人が大企業へ就

職を決めたことになります。 

　業種別に求人状況を見ると、サービス業39.2％、製造業

22.3％、卸小売業21.1％、建設業9.1％、金融・保険業2.5％、

その他となっており、幅広い業種から求人がありました。 

　昨年度同様に、減少割合が大きいのは、製造業で、増加

割合が大きいのは、サービス業という結果になりました。 

 

 

1.名城大学への求人状況 

2.人間学部の就職状況 

　厚生労働省の調査によれば、平成23年3月卒業の大学生の

就職内定率（就職希望者に対する就職者数）は、93.6％と発表

されています。本学人間学部の就職内定率は、その平均値を

5.8ポイント上回り、99.4％となりました。 

9,484

10,616
10,038

7,749 7,572

8,694

　業種別に就職状況を見ると、第1位は、卸売・小売業29.5％、

サービス業22 .5％、で以下、製造業12 .7％、金融・保険業

10.4％となっています。 

名城大学への求人者数の推移 
名城大学業種別就職状況 

人間学部業種別就職状況 人間学部従業員数別就職状況 

人間学部就職率の推移（％） 
〈卒業生数から大学院進学者数を除いた数に対する比率〉 

 東建コーポレーション（株） 
（株）サンヨーハウジング名古屋 
（株）山岸工務店 
日本食研ホールディングス（株） 
名城食品（株） 
プリムイソベン（株） 
（株）伊勢新聞社 
リンナイ（株） 
ブラザー工業（株） 
（株）川本製作所 
富士ゼロックス岐阜（株） 
千代田工業（株） 

日本トレクス（株） 
ニッコーシ（株） 
タカラスタンダード（株） 
近畿日本ツーリスト（株） 
愛知環状鉄道（株） 
東海旅客鉄道（株） 
日本通運（株） 
名阪近鉄旅行（株） 
（株）ＪＴＢ中部 
アトム運輸（株） 
郵便局（株） 
丸進青果（株） 

八木兵（株） 
福井医療（株） 
ホシザキ東海（株） 
トヨタＬ＆Ｆ中部（株） 
リコージャパン（株） 
（株）立花エレテック 
ダイワボウ情報システム（株） 
新生紙パルプ商事（株） 
（株）名古屋三越 
生活協同組合コープあいち 
（株）ワールドストアパートナーズ 
（株）ポイント 

（株）デリカスイト 
（株）セブン－イレブン・ジャパン 
富山トヨタ自動車（株） 
（株）服部家具センター 
（株）エディオン　 
（株）三交クリエイティブ・ライフ 
（株）サンドラッグ 
（株）ユタカファーマシー 
（株）スギ薬局 
（株）クロップス 
（株）クリエイトエス・ディー 
（株）三重銀行 

（株）大垣共立銀行 
（株）福井銀行 
（株）十六銀行 
東春信用金庫 
瀬戸信用金庫 
東濃信用金庫 
高岡信用金庫 
八幡信用金庫 
あいち尾東農業協同組合 
三重県漁業協同組合連合会 
愛知北農業協同組合 
西美濃農業協同組合 

豊証券（株） 
第一生命保険（株） 
愛知県共済生活協同組合 
（株）かんぽ生命保険 
（株）エイブル 
（株）ミニミニ 
ＣＮＣＩグループ 
（株）アクティオ 
（株）岡崎ニューグランドホテル 
豊田厚生病院 
日本赤十字社 
トヨタ関連部品健康保険組合 

名古屋市医師会協同組合 
（株）ミズノ 
（株）ティア 
岐阜県警察本部 
静岡県警察本部 
福岡県警察本部 
本巣市役所 
公立学校共済組合東海中央病院 

 

平成２4年度の人間学部就職は 
下記の教員が担当しております。 

和田 　実 教授 就職委員長 
（キャリアセンター委員） 

安藤 喜代美 准教授 
（キャリアセンター委員） 

就 職 委 員 

池田 輝政 教授 就 職 委 員 

村田 泰美 教授 就 職 委 員 
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求人者数 

求人者数 

8,694社 （前年比　 14.8％） 

名城大学人間学部（平成24年3月卒） 

就職内定率… 99.4％ 

就職率……… 85.9％ 

0.2%農業： 

9.1%
建設業： 

3.5%建設業： 

22.3%製造業： 

12.7%
製造業： 

21.1%
卸売・小売業： 

29.5%
卸売・小売業： 

39.2%サービス業： 

22.5%
サービス業： 

2.7%運輸・通信業： 

9.8%
運輸・通信業： 

25.4%
1,000人以上： 

4.1%
800人以上： 

8.9%
500人以上： 

20.1%
100人以上： 

23.7%
50人未満： 

7.1%
300人以上： 

2.5%保険・金融業： 

10.4%
保険・金融業： 

1.6%不動産業： 

3.5%不動産業： 
10.7%

50人以上： 

1.3%その他： 

5.2%その他： 

2.9%公務員・教員： 
〈%〉 

〈人〉 

〈年度〉 

〈年度〉 

〈就職希望者に対する率〉 

〈卒業生数から大学院進学者数を除いた数に対する率〉 

■ 名城大学の求人・就職状況 

 

平成23年度 

人間学部 
主な就職先 
80社 
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■ 名城大学就職支援の特徴 〈平成24年度 就職指導行事予定表〉 

■ 進路支援プログラム　　対象　1・2年生 

行事名 

公務員ガイダンス 

講演会 

グループ面談 

個人面談 

自己診断テスト 

自己診断テスト 

第1回就職ガイダンス 

外国人留学生ガイダンス 

グループ面談 

履歴書・エントリーシート書き方講座 

第2回就職ガイダンス 

個人面談 

女子学生対象メイクアップ講座 

ビジネスマナー講座 

Ｕターンガイダンス 

第3回就職ガイダンス 

自己PR講座 

模擬面接講座 

第4回就職ガイダンス 

就職試験対策講座 

 

 

学内企業研究セミナー 

就職アドバイザー相談会 

就職の心構え、今後の就職戦線、年間スケジュール、グループ面談の日程配布、就職試験対策講座案内 

留学生の就職の流れ、就職のポイント 

担当制によるグループ面談 

講師による履歴書・エントリーシートの書き方講座 

就職活動の具体的な進め方、個人面談の日程配布、主要企業一覧の配布 

担当制による個人面談 

就職に役立つメイクアップ講座 

就職活動に必要なマナー講座 

Ｕターン就職の説明、新聞社、ＷＥＢの登録、先輩の就職体験談 

模擬面接講座の案内、ビジネスマナー、履歴書の書き方、内定者による体験報告 

自己ＰＲに役立つ講座（自己PRの基本を習得） 

面接の対策講座 

学内企業研究セミナーの説明等 

職務適性テスト 

ＳＰＩ2（就職能力試験） 

履歴書添削（通信添削指導） 

教室方式、ブース方式  

内定者やＯＢ・ＯＧとの就職相談会  

 

6月 

6月 

 

 

9月 

10月 

10月 

10月 

10月 

11月 

11月 

12月 

 

6月 

 

 

 

4月 

5月 

5月 

 

5月 

6月 

 

開催月 内　　容 

　本学キャリアセンターの就職支援は、①１年生からの進路・就職相談体制②1，2年

生対象の進路支援講座③3，4年生対象の就職指導行事の大きく３つから成り立っ

ています。 

　①については、1年生から内定を勝ち取るまで進路・就職相談ができる体制をとっ

ています。インターネットの普及により情報が氾濫し、学生たちは、何が有用な情報か

判断することが難しい状況にあります。また、学生の悩み・就職意識も千差万別であ

り、個別指導・相談体制はますます重要なものとなっております。 

　②については、「講演会」、「自己発見のための自己診断テスト」、「グループ面談」

を実施することによって、学生が自発的に自分の進路を考える機会を提供し、自己実

現をサポートしています。また、低年次生がボランティアで就職支援行事を手伝う「就

職サポーター」制度もあり意識高揚に役立っています。 

　③については、実践的な支援内容となっています。「就職ガイダンス」からスタートし、

「グループ面談」、「個人面談」の面談支援を主軸にし、「就職試験対策講座」「履

歴書・エントリーシートの書き方講座」、「ビジネスマナー講座」、「自己PR講座」、「女

子学生対象メイクアップ講座」、「模擬面接講座」、「学内企業研究セミナー」、「就

職アドバイザー相談会」など多彩な行事を開催しています。殊に、「学内企業研究セ

ミナー」は800社以上が参加する東海地区最大級のもので、学生参加も延べ2万人

近くとなり、就職支援の大きな柱となっています。 

　また、就職先が内定した4年生および本学卒業生の力を活用した就職アドバイザー制度があります。　　　　　　　　　　

　就職活動中の学生や就職をこれから始めようとする学生にとって心強い制度となっています。　　　　　　　　　　　　　

　また、キャリアセンターでは、企業の人事採用経験のある相談員による模擬面接や履歴書添削を中心に学生相談を常時受け

付けております。以上のように本学では、面談指導と各種行事を含め多彩な学生支援プログラムを実施し、就職活動のさらなる

充実に向け支援を続けています。 

就職指導担当制 進路指導担当制 

就職アドバイザー制度 

インターンシップ参加（企業や官公庁などでの就業体験） 

エクステンション講座受講 

1年次 

進路支援講座 

公務員ガイダンス「公務員になるには」 

講演会Ⅰ「学生時代にすべきこと」 

グループによる面談「目標を持つ」 

自己診断テスト 

自己診断テスト分析結果　など 

 

就職指導行事 

就職ガイダンス 

グループ面談・個人面談 

外国人留学生就職ガイダンス 

適性テスト・就職試験対策講座 

ビジネスマナー講座 

自己PR講座、模擬面接講座 

就職アドバイザー相談会 

学内企業研究セミナー　など 

 

2年次 3年次 4年次 

理
想
の
進
路
・
就
職
の
実
現 

企業研究セミナー風景 

木曜日 3限 

■ 就職指導行事　　対象　3年生 

行事名 開催月 内　　　　　　　　容 

「公務員になるには」 
～国家・地方・国税・裁判所・警察～ 

「学生時代にすべきこと」 
～グローバルな視点～ 

「目標を持つ」 
～充実した学生生活を送るために～ 

「振り返り面談」 
～グループ面談の振り返り～ 

 

「職務適性テスト」 

「職務適性テスト結果の見方」 

平成25年１月 

平成24年１2月 
平成25年2月 

平成25年2月 

※予定表の内容は変更になることがあります。 

女子学生対象メイクアップ講座 

 

自己PR講座（面接対策講座） 

6～9月 
（随時） 

 

6月・7月 

7月・8月 

7月・8月 

8月～10月 
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ミ 

　ウェストビィゼミの4年生は3名で、他のゼミに比べ
ると少ないと思います。少人数のため、先生と学生と
の距離が近く、フランクに接することができます。わか
らないことがあれば気軽に先生に伺うことができますし、
先生から指摘や訂正等も多くいただけます。講義は
終始英語で進められますが、ウェストビィ先生は丁度
良いスピードとわかりやすい英語で話してくださるの
でとても聴きやすく、英語での講義を苦に感じたこと
はありません。英語で講義を聴くだけではなく、質問
や意見も英語でします。最終的には卒業研究も英文
で提出することになっているので確実に英語力が伸
びると思います。英語での講義はこのゼミの最大の
魅力だとも思っています。 
　 3年次の講義では、アメリカの歴史について学びま
した。アメリカへの移民から始まり、ゴールドラッシュ、
アポロ1 1号の月面着陸、そして現代のタイガーウッズ
の活躍まで、誕生から現代までの歴史を学びました。
講義の一つとして、アメリカの歴史に関わる映画を2
本観ました。アフリカ系アメリカ人の軍隊の誕生につ

いてと、ウォーターゲート事件についてのものでした。
どちらもアメリカの進歩の過程を映したものだったの
でアメリカに対する考えを改めさせるものでした。4年
次は卒業論文の作成と並行して、英語での論文の
書き方を習っています。現在、私は卒業論文のテー
マを「銃規制の是非」としています。銃を簡単に所持
できる国、また銃で多くの事件が起こる国の国民の
考えに興味を持ちました。この卒業論文作成を通して、
アメリカについてより深く理解ができたらいいと考え
ています。 

4年 杉浦 孝典 

宮嶋 秀光 教授 

 

ウェストビィゼミ 

ミ 

　西村ゼミでは、「世界の歴史と文化」について関心の
あるテーマを自由に選び研究します。私たちのゼミでは
現在、卒業論文完成に向けて、それぞれの学生が選ん
だ卒業研究のテーマをもとに、本や論文を探し、それに
ついての要約を発表し、発表者へ質問や意見を述べ
研究を深めています。これらの質問や意見から、自分た
ちの気づかなかった点や新しい発見、さらに深めていく
べき内容を把握することができます。 
　3年次の基幹ゼミでは、『ヨーロッパの食文化』を取り
上げ、各章をそれぞれの学生に振り分け要約し、それを
発表して、論評しました。初めは、読み取りや書き取りに
苦労しましたが、回を重ねるごとに要点がうまくまとめられ、
論評も積極的に行うことができました。この基幹ゼミで
の取り組みが、卒論作成の基礎となっています。 
　今年3月に、初めて西村ゼミから卒業生が出ました。
1月にあった卒業論文の発表会では、先輩方の卒論へ
の奮闘ぶりがわかりました。卒論で難しいのは、研究テ
ーマに合った本や論文を見つけること、それを自分の考
えと照らし合わせながらまとめていくことだと思います。
先輩方も卒論完成まで苦労したと話していました。私も
実際に取り組んでみて、自分のテーマにちょうど合った

本を見つけるのは難しいと感じています。しかし、テー
マに近い内容の本や論文を見つけ読み進めることで、
新しい発見や新しい疑問を持ったりするので、研究す
る幅が広がっていきます。広い視野で必要な情報を選
別し、新しい情報を得ることで探究心を常に持って取り
組むことができています。 
　今後も新たな課題や発見を見落とさずに、完成へと
近づけたいです。 
　その他にもゼミでは、9月のゼミ合宿や飲み会などを
通して3、4年生が交流する機会があります。交流を通
して、卒論や就職活動について話し合ったりしています。 
以上のように、大学生活の集大成に向けて日々頑張っ
ています。 

4年 辰見 正史 

西村 善矢ゼミ 

ミ 

　神谷ゼミでは、すぐに卒論に取り掛かるわけではあり
ません。まず、卒論を作成するために必要となる研究法
などの基本的な知識を学びます。このような学習は、講
義形式ではなく、受講生が分担してレジュメにまとめて
発表することを通して進められます。各自決められた範
囲での深い学習ができますので、統計などに関してあま
り得意でない人も、より万全の知識が身につきます。また、
神谷先生ご自身とても教育熱心な方ですので、わから
ないところがあっても、学ぶ意欲さえあればしっかりと教
えてもらえます。 
　その後、自分にとって興味のある学術論文を選び、そ
の論文を読み込んで、ゼミのメンバーの前で紹介したり、
自分の問題意識を研究計画としてまとめて発表したり
します。発表のあとには、質疑応答の時間があり、他の
メンバーからの「厳しい」質問に答えることになります。
ですので、発表者は、他のメンバーからの質問に応えら
れるだけの資料を用意し、知識を身につけておくことが
必要になります。あらかじめ他のメンバーからの質問を
想定し、それについての資料を用意し答えられるように
しておくことが求められますので、プレゼンテーション能
力が身につきます。研究計画が固まった後、受講生は
各自の研究を進め、卒業論文の完成を目指します。 

　神谷俊次先生の研究テーマは「認知心理学」「パー
ソナリティ心理学」「感情心理学」ですが、ゼミ受講者
は必ずしもこれらに関連するテーマにする必要はありま
せん。自らの興味・関心に基づいて自発的に研究に取
り組むことが推奨されています。自分で追究したいと思
うテーマをもつことが重要なので、心理学に関するもの
なら基本的にはどんなテーマでも受け入れてくれます。
今年の受講生が、追究しているテーマをキーワードで表
すと、感情表出、記憶力、嘘、ライバル意識、社会的スキ
ル、妬み感情、営業スマイル、対人不安、ソーシャルネッ
トワーク上のパーソナリティなど実にさまざまです。今年
始まったばかりのゼミですが、とても雰囲気和やかなゼ
ミなので安心して来てください。 

4年 三谷 紀貴 

神谷 俊次ゼミ 

　昭和20年6月9日、熱田区の愛知時計工場を襲った空
爆は、わずか10分間で1，000名以上の命を奪いました。
しかも、犠牲者の多くは徴用中の子どもたちであったとい
われます。熱田区は、すでに名古屋空襲の被害も受けて
いたのですが、実は、その前年暮れの東南海地震でも大
きな被害を受けていました。また戦後は、伊勢湾台風の
浸水被害にみまわれたことも、よく知られています。 
　今回は、その被害の傷跡を訪ねるとともに、これらの災
害を体験されてきた熱田区在住の林さんご夫婦の貴重
なお話を聞かせていただきました。参加者の率直な感想
は、特に熱田空襲の想像を絶する凄惨さに、「怖くなった」、
「惨くて気持ちが悪くなった」というものでしたが、私自身
も「学ぶ」とは決して「楽しい」ことばかりではないことを
改めて実感しました。若い世代に真実を伝えたいという
林さんご夫婦の真摯なお話が、学生の皆さんの心にい
つまでも残ってくれることを願っています。 
 

フィールドワーク 

原田 知佳 助教 

　4月より、心理系教員として着任しました原田知佳です。
昨年度までは、名古屋大学大学院教育発達科学研究
科にて、博士研究員として勤務していましたが、実は、
名城大学天白キャンパスでも、非常勤講師として2年間
勤務していました（人間学部以外で開講される全学共
通科目「心の科学」を担当）。そのため、新任教員とい
う立場でありながらも、馴染みのある教室で講義を行う
といった、少し不思議な感覚を覚えています。 
　現在は、発達心理学、教育心理学、アイデンティティ
の心理学といった科目を中心に担当しています。受講
生の学生さんには、単に講義を聴くだけでなく、授業内
容をもとに日常生活での具体例を考えたり、疑問を持っ
て自分なりの考察を行うよう伝えていますが、学生さん
からの発言や感想カードの中には興味深い内容も多く、
私自身も多くの気づきをもらっています。心理学の面白
さ、学ぶことの楽しさを、少しでも多くの学生さんに伝え
られるよう努力するとともに、学生さんとのやり取りの中
で生まれる新たな発見を大切にしたいと考えています。
どうぞ宜しくお願いいたします。 

新任教員紹介 

ゼミ紹介 



ビクトリア 
エドモントン 

カルガリー 

オタワ 

モントリオール 

カナダ 

アメリカ合衆国 

バンクーバー 

オタワ 

エドモントン 
カルガリー 

モントリオール 

カナダ 

アメリカ合衆国 
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海外研修レポート 

ブリティッシュ・ 
コロンビア大学 
 The University of British Colombia （UBC） 
Continuing Studies English Language Institute (ELI)

UBCはバンクーバーの人気観光スポットの1つ☆!! 
 
レストラン・カフェ・本屋・雑貨屋・スポーツジム・
体育館・バスケットコート・日本庭園・図書館・博
物館などがあります。お勧めスポットはなんとい
っても日本庭園と博物館です!!大学で映画撮影
が行われるぐらいとてもスタイリッシュな建物が
多く、いるだけで楽しい気持ちになります☆☆　
　　 
詳しくは→ http://www.eli.ubc.ca/

バンクーバーの天候は穏やかで、ダウンタウンには図書館、美術館、世界中の食を楽しむことが出来ます。また、海ではクル

ージング、その向こうにある山ではハイキング、バンジージャンプなどが楽しめます。また、冬にはスノーボード・スキーを楽

しむことができます。都会でありながら、自然を楽しむことが出来ます。 

☆バンクーバーの雰囲気☆ 

語学学校で毎週金曜日にアクティビティーがあります。そのアクティビティーでは仲間を集めて自分の好きなスポーツをし

ます。私はバスケットボールにしました。また、休み時間も長かったので友達とバスケをし、大学に通う学生とも仲良くなり

ました。そして、大学で行われるバスケの試合に出ました。そのバスケの試合には2メートルを超える人も参加しており…

女子チームは私たちだけでした。1勝もすることができませんでしたが、楽しく試合をすることができ、バスケを通じて留

学友達や語学学校の学生スタッフとはより深い友情を築けました。帰国後も連絡を取り合っています☆★ 

☆思い出に残る体験談☆ 

留学したら、何事にも挑戦し、目標を決め、日々を楽しむことが鉄則です!!

UBCはどんなとこ?? 
 
 

人間学科 2012年卒業　吉田 麗美 

ビクトリア大学 
University of Victoria （UVic） 
English Language Centre (ELC)

○とにかくうさぎがいっぱい！ 
○映画館・薬局・郵便局等の施設がある！ 
○ダウンタウンからバスで15分ほど！ 
○学生の約10％が留学生 
 

〈主なプログラム〉 

○12週間集中英語（ELPI） 

6つのレベル分けあり。授業以外にも発

音教室、スタディーセンターも利用可能。

プログラム後、一定のレベルをクリアした

らインターシップも可能になる。 

○マンスリー英語（9月～5月） 

3つのレベルで主にリスニング・スピーキ

ングの練習。1クラスの生徒数は少なめ。 

○夏期英語＆カルチャー 

マンスリー英語に近い内容で、それに加え

たくさんのアクティビティあり。この夏の

プログラムのみ寮に滞在することが出来る。 

 

その他にもビジネス英語、TOEFL、ボランテ

ィアプログラムなどのクラスあり。 

 

ＥＬＣのホームページ 

http://www.uvcs.uvic.ca/elc/ 

 

ＥＬＣの内容について 

UVicはこんなところ 

バンクーバー島にあるブリティッシュコロンビ
ア州の州都。とても小さな町で、勉強したい人
には最適！この街は何と言っても人が魅力的で
大都市にはない昔ながらの優しさや温かさが
あり留学生にお勧めの町である。観光客でに
ぎわっており、特にブッチャードガーデンは人
気のスポット。近郊にはバンクーバーやシアトルといった大都市もある。気候はカナダで一番穏やか。年間最
低気温も0度ほどで積雪は稀である。ただ、浜風があるので肌寒く感じる。 

Victoriaはこんなところ 

人間学科4年　柴田 優子 

これから留学を考えているあなた 

☆留学には誘惑がいっぱいです!! 

 留学終了後帰国すると多くの人から「英語ペラペラでしょ。」と言わ

れますが人それぞれです。どのように時間を過ごすかで帰国後の気

持ちも変わってくると思います。留学先にはおいしいお酒、ナイトク

ラブ、かっこいい外人…　誘惑に負けずに留学前に作った目標を忘

れずに留学してもらいたいと思います。 

☆UVicは留学に最適です!!

ビクトリアは本当にお勧めの場所です。気候、治安、人柄、どれも最高!!!

そしてELCにはUVicに通う大学生と交流やアクティビティも多くあ

ります。それらの機会を目いっぱい利用して意味のある、有意義な留

学生活を送ってほしいです。 
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海外研修には、Ⅰ.海外研修、Ⅱ.特別留学プログラム、Ⅲ.語学研修の三つの方法があります。それぞれの海外研修の特徴は以下のとおりです。なお、 
担当教員の指導のもと、研修に関する研修校への手続きおよび必要経費の支払い等については学部が推奨する旅行社を通して行います。 

Ⅰ. 海外研修 

1）誰でも研修に参加することができます。他国の留学生と一緒の研修
となります。 
2）初日にプレースメントテストを受け、実力にあったクラス配属となります。 
3）事前指導（14回）の欠席多数等により研修に参加することを認めな
い場合があります。この場合キャンセル料等の、不利益が生じても学
生自身の責任となります。 

4）開講形態 

Ⅱ. 特別留学プログラム 
このプログラムは長期（10週以上）の海外研修に参加しても4年間での卒業が可能となるように以下のように企画したものです。従って、単位修得
状況によって4年間での卒業は難しいと判断される場合は研修に参加することを認めない場合があります。 

Ⅲ. 語学研修 
国際交流センター主催の海外研修に参加した場合は、以下のように単位認定をします。 

1）2012年度研修期間 
本年度後期に3名の参加が決定しています。詳細に
ついては研修校（カナダ ビクトリア大学他）と打ち合
わせ中です。なお、本学が海外渡航禁止措置を発令
した場合は情報収集をして万全のバックアップ体制
をとりますが中止されることもあります。 

項目 内容 備考  

 
 
 
素点評価 
 
 
評価はN認定 

オーストラリア　クィーンズランド工学大学 
2012年8月18日～9月16日 
4週間 
海外研修4単位 
＊研修報告書（1,000words程度）を 
提出すること 
有（14回） 
（特）海外事情Ⅰ（2単位） 

研修先 
研修時期 
海外研修期間 
 
履修登録科目 
 
事前指導 
認定可能科目 

 

 

海外研修奨学生 
研修終了後に下記の書類を提出のうえ「海外研修奨
学生」の申請をし、国際交流センター長に許可された
場合は海外研修奨学金5万円（平成24年度現在）が
支給されます。 
提出期限等詳細については別途掲示します。 
・海外研修奨学生願書 
・研修報告書（日本語で2,000字～4,000字または 
                                   英語600～1,200words） 
・研修校からの成績証（写） 
・振込み依頼書 

その他の研修 
個人で留学した場合は（学部運営の留学と国際交流センター運営の語学研修を除く）
以下の条件のもと単位認定をする場合があります。 
1）事前に申し出て、担当教員に単位認定可能機関か確認・了承を得てください。 
2）海外の大学附属英語教育機関で4週間以上の語学研修に参加した場合。 
3）研修修了証明書、成績書等が提出できること。 
4）認定単位は原則「語学研修2単位」です。ただし研修内容、研修期間によっては 
プラス4単位まで認める場合があります。 
単位認定の手続きは海外研修担当教員に「海外研修単位認定科目表」に承認印を
受領のうえ、学務センター［人間学部］窓口へ提出してください。 

5）提出期限等詳細については掲示します。 

1）経費について 
国際交流センターで確認してください。 

2）単位認定の手続き 
国際交流センターから研修終了の報告を受けて単位 
認定をします。成績はポータルサイトで確認をしてください。 

3）平成23（2011）年度実績　参加者8名  

5）研修費用概算 

＊注意　①燃油サーチャージ、空港利用諸税等は、航空会社にて改正があった場合、 
その増減額を追加または減額する場合があります。 
②平成25（2013）年以降の金額等については確定していません。 
③平成24（2012）年実績　参加者28名 

＊注意　①本年度は開講に必要な人数に達しなかったため、実施に至りませんでした。 
②航空運賃等については25万円程度を予定しておりますが、燃油サーチャージ、 
空港利用諸税等は、航空会社にて改正があった場合、その増減額を追加または 
減額する場合があります。 

 

項目 内容 
①TOEIC450点以上 
②担当教員の面接で許可を得られた学生 
（特）特別留学プログラム（2単位） ＊研修報告書（1,200words以上）を提出すること 
10週以上で5週間単位で期間延長が可能 
研修期間・内容によって最大24単位まで認定可能 
研修期間10週までは16単位まで 
研修期間15週以上は24単位まで 

 
 
 
研修期間 

認定単位 
 

参加資格 

履修登録 

項目 金額 備考 
150豪＄ 

1,440豪＄ 
220豪＄ 
926豪＄ 
193豪＄ 

2,930豪＄ 
158,000円 

 

 
4週間分 
 
27日分 
 
 

入学金 
授業料 
ホームステイ手続き料 
ホームステイ費用 
ツアー代 
小計 
交通費（航空運賃等） 
その他 

平成24年（2012）概算 

電話代・お小遣い・保険等 

2）平成23（2011）年度実績　参加者2名 

 

 

人間学部後援会では、2012年度事業の一環として後援会会員を対象に下記の資格試験合格者を表彰いたしますので 

申請をしてください。 

■ これまでの表彰実績 

※同一レベルでの申請は１回限りとします。 

 

 

 

 

申 請 資 格  

資格取得期間 

申 請 場 所  

申 請 期 間  

申請資格種類 

人間学部後援会会員 

平成24年１月～平成24年12月まで 

人間学部事務室（共通講義棟北館２階） 

平成24年12月１日～平成25年1月末日まで　※学生証・印鑑・資格取得証明ができるものを持参してください 

 TOEIC850点以上／TOEIC730点以上 

TOEIC650点以上 

TOEIC550点以上 

旅行業務取扱管理者（総合） 

秘書検定準１級以上 

色彩検定2級以上 

図書カード 5,000円 

図書カード10,000円 

図書カード 3,000円 

10,000円 5,000円 3,000円 3,000円 3,000円 3,000円 

合計 

合計 

平成20年度 

平成21年度 

平成22年度 

平成23年度 

 

TOEIC 
730点以上 

 

4名 

4名 

6名 

14名 

1名 

2名 

7名 

6名 

16名 

3名 

9名 

3名 

7名 

22名 

 

1名 

 

1名 

2名 

 

5名 

1名 

 

6名 

1名 

5名 

6名 

3名 

15名 

5名 

26名 

21名 

23名 

75名 

TOEIC 
650点以上 

TOEIC 
550点以上 

秘書検定 
準1級以上 

色彩検定 
2級以上 

旅行業務 
取扱管理者 
（総合） 

 

 平成23年4月 人間学部大学院 人間学研究科  開設 
Graduate School of Human Studies

人間学研究科は、入学定員８名、２年間の修士課程です。 

人文系の学問を総合的に学ぶことで「実践的な教養人の育成」を 

めざす人間学部の基本コンセプトを継承しながらも、 

それをもう一段高め、より高次な実践性とそれを支える上で必要な 

知識を学ぶことを目標としています。 

「心理」「社会・教育」「国際コミュニケーション」の３つをキーワードに、 

他分野の履修をも通して人間をめぐる学際的、複合的な理解を深めます。 

大学院入試情報 

試験区分 

二次 

三次 

一次 

二次 

一次 

二次 

2012年9月24日（月）～10月 1日（月） 

2013年1月21日（月）～ 1月28日（月） 

2012年9月24日（月）～10月 1日（月） 

2013年1月21日（月）～ 1月28日（月） 

2012年9月24日（月）～10月 1日（月） 

2013年1月21日（月）～ 1月28日（月） 

2012年10月11日（木） 

2013年 2月14日（木） 

2012年10月11日（木） 

2013年 2月14日（木） 

2012年10月11日（木） 

2013年 2月14日（木） 

2012年10月18日（木） 

2013年 2月21日（木） 

2012年10月18日（木） 

2013年 2月21日（木） 

2012年10月18日（木） 

2013年 2月21日（木） 

学内推薦 

推　　薦 

一　　般 

※ 

出願期間 入学試験日 合格発表日 

※人間学部4年在学生のみ対象 

項目 内容 備考 

夏季、冬季休暇中 
国際交流センターの提携校 
　カルガリー大学、南オレゴン大学、ディーキン大学 
国際交流センターが主催する期間 
4週間 
なし ＊研修報告書（2,000字～4,000字以上）を提出すること 
語学研修（2単位） 
 

研修先 
 
研修時期 
海外研修期間 
履修登録科目 
認定可能科目 評価はN認定 

〈オーストラリア〉 
1）TOEIC450点以上の学生を対象とした研修となります。 
2）履修者が3名以下の場合は実施いたしません。なお、次年度（H25）
以降は履修者が5名以上で開講します。 

3）事前指導（14回）の欠席多数等により研修に参加することを認めな
い場合があります。この場合キャンセル料等の、不利益が生じても学
生自身の責任となります。 

4）開講形態 
項目 内容 備考  

イギリス　バース大学 
最大12名まで 
2012年8月6日～8月31日 
4週間 
海外研修4単位 
＊研修報告書（1,000words程度）を 
提出すること 
有（14回） 
（特）海外事情Ⅰ（2単位） 

研修先 
研修受入人数 
研修時期 
海外研修期間 
 
履修登録科目 
 
事前指導 
認定可能科目 

 

5）研修費用概算 
項目 金額 備考 

1036£ 
440£ 
100£ 
1576£ 

 

4週間分 
見込み：4週間分（食事なし） 
見込み 
 
 
生活の仕方（自炊）で大きく異なる 

授業料 
寮費（個室） 
空港バス代 
小計 
交通費（航空運賃等） 
食費 
その他 

平成24年（2012）概算見積 

電話代・お小遣い・保険等 

〈イギリス〉 

素点評価 

予定 

評価はN認定 

人間学部 資格試験合格者の表彰 
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名城大学人間学部後援会会則 

平成18年4月4日制定 

第１章　総　　　則 

第１条　本会は、名城大学人間学部後援会と称する。 

第２条　事務所は、名古屋市天白区塩釜口一丁目501番地 

　　　　名城大学人間学部内におく。 

第３条　本会は、次の会員をもって組織する。 

　　一　正会員　　名城大学人間学部学生および大学院人間学

　　　　　　　　　研究科生の父母等 

　　二　賛助会員　名城大学人間学部教員・職員および本会の

　　　　　　　　　趣旨に賛同する者 

 

第２章　目　　　的 

第４条　本会は、会員相互の連絡を密にし、名城大学人間学部

　　　　および大学院人間学研究科（以下大学という。）の発

　　　　展に寄与するとともに、大学と協力して学生の健全な

　　　　育成を図ることを目的とする。 

 

第３章　事　　　業 

第５条　本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

　　一　大学発展に寄与するための企画助成に関する事業 

　　二　学生の育成と連携を目的とする事業 

　　三　育英に関する事業 

　　四　その他、本会の目的を達成するために必要な事業 

 

第４章　機　　　関 

第６条　本会には、次の機関をおく。 

　　一　総会 

　　二　役員会 

　　三　委員会 

第７条　総会は、本会の最高決議機関で、定期総会と臨時総会

　　　　とする。 

　　一　定期総会は、毎年一回四月に会長が招集する。 

　　二　臨時総会は、委員会が必要と認めたとき、会長が招集

　　　　する。 

　　三　定期総会・臨時総会は構成員の十分の一の出席をもっ

　　　　て成立する。 

　　　　ただし、委任状を認めるものとする。 

第８条　総会は、次のことを審議決定する。 

　　一　会則に関すること 

　　二　予算・決算に関すること 

　　三　事業計画に関すること 

　　四　その他、本会の目的達成に必要かつ重要な事項に関す

　　　　ること 

第９条　役員会は、委員で構成し、総会につぐ決議機関で、会

　　　　長が招集する。 

第１０条　役員会は、次のことを審議決定する。 

　　一　総会に付議する原案に関すること 

　　二　本会の事業計画の立案 

　　三　予算及び会費に関すること 

　　四　その他正会員が必要と認める事項 

第１１条　役員会は、会長・副会長および委員で構成し、会長が

　　　　必要に応じて招集する。 

第１２条　役員会は、執行機関で次の権限をもつ。 

　　一　決議機関が審議決定した事項の執行に関すること 

　　二　総会・役員会に提案する議案に関すること 

　　三　緊急に処理を必要とする事項の執行に関すること 

第１３条　会議の議決は、出席者の過半数の同意によるものとし、

　　　　可否同数のときは、議長がこれをきめる。 

 

第５章　役員・委員 

第１４条　本会には、次の役員及び委員をおく。 

　　一　役員：会　長　一名　　　会計監査　二名 

　　　　　　　副会長　二名　　　顧問　若干名 

　　二　委員：若干名 

第１５条  役員及び委員の選出並びに任務は、次のとおりとする。 

　　一　会長は、総会で正会員の中から選出する。会長は、会

　　　　務を総理し、役員会の議長となる。 

　　二　副会長は、正会員の中から会長が指名する。副会長は

　　　　会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。 

　　三　委員は、総会で、会員の中から選出する。委員は、委

　　　　員会を構成し、会務を審議する。 

　　四　会計監査は、総会で正会員の中から選出する。会計監

　　　　査は、会計を監査し、総会において報告する。 

　　五　顧問は、委員会の推薦により会長がこれを委嘱する。

　　　　顧問は、会議に出席して意見を述べることができる。 

第１６条　役員及び委員の任期は、一年とする。但し、再任を妨

　　　　げない。 

 

第６章　会　　　計 

第１７条　本会の経費は、会費・寄付金およびその他の収入をも

　　　　ってあてる。 

第１８条　本会の会計年度は、毎年三月一日に始まり、翌年の二

　　　　月末日に終る。 

第１９条　本会の事務は、学部事務室がこれを行い、事務長が管

　　　　理統括する。 

 

附　　　則 

　本会則は、平成１８年４月４日から施行する。 

附　　　則 

　本会則は、平成２１年４月３日から施行する。 

附　　　則 

　本会則は、平成２2年４月２日から施行する。 

附　　　則 

　本会則は、平成２3年４月５日から施行する。 

 

 

 

学部援助金実施要領 

第１条 人間学部の教育・研究の健全な発展を支援することを目

　　　　的に、ゼミナール（以下「ゼミ」と称する）主催の調査

　　　　および研究等実施に対して、後援会が援助の利用を認め

　　　　た場合は、援助金を支給する。ただし、対象ゼミは「卒

　　　　業研究ゼミ」とする。なお、特に必要と認めた場合に限

　　　　りゼミ単位としないことも出来る。 

第２条　援助金は指導教員・ゼミ生１名につき、年間3,000円を上

　　　　限とし実費額を支給する。不参加者については、援助金

　　　　の支給はしないものとする。 

第３条　援助金の申請者は指導教員またはゼミの代表者とし、申

　　　　請書「学部援助金申請書」を実施する２週間前までに事

　　　　務局に提出する。ただし、「学外講義届書」を提出のう

　　　　え、教授会の承認を得ること。 

第４条　事務局は提出された申請書が実施要領に沿っているもの

　　　　か判断のうえ、支給する。判断できない場合は、後援会

　　　　会長が決裁する。 

第５条　援助金申請後、不参加者が出た場合には、援助金を直ち

　　　　に返還する。ただし、やむをえない理由にて不参加者のキ

　　　　ャンセル料が発生した場合は、前２条で支給した金額よ

　　　　り余剰金が発生したときのみ返還とする。 

第６条　この要領の改廃は、後援会役員会が行う。 

 

附　　則 

この要領は、平成21年４月１日から施行する。 

海外研修奨学金実施要領 

第１条　人間学部開講科目「特別留学プログラム」（以下「海外研

　　　　修」という）履修者で学部が認めた海外の大学附属研修

　　　　機関等での語学研修・教育を支援することを目的に、海

　　　　外研修履修者に対して奨学金を支給する。ただし、後援会

　　　　会員のみを対象とする。 

第２条　奨学金は以下のとおりとする。ただし、同一年度に１回

　　　　とする。 

　　　　特別留学プログラム（10週以上）　　10,000円 

　　　　特別留学プログラム（15週以上）　　20,000円 

第３条　奨学金は「海外研修」の指導教員の推薦を受けた者が申

　　　　請できる。 

第４条　奨学金の申請者は海外研修終了後２週間以内に、申請書

　　　　「人間学部後援会海外研修奨学生願書」を事務局に提出

　　　　する。 

第５条　事務局は提出された申請書が実施要領に沿っているもの

　　　　か判断のうえ、支給する。 

第６条　この要領の改廃は、後援会役員会が行う。 

 

附　　則 

この要領は、平成21年４月１日から施行する。 

 

 

人間学部後援会学生表彰規程 

（趣旨） 

第１条　この規程は、人間学部後援会会則に基づき、学生の表彰

　　　　について定めるものとする。 

（表彰の基準） 

第２条　表彰は、次の各号の一に該当する者について行う。 

　（１）人間学部における学業等の成果が特に優れていると認め

　　　　られる者 

　（２）その他人間学部の名誉を著しく高めたと認められる者 

（表彰候補者の推薦） 

第３条　学部長又は、人間学部教員は、前条第一号又は第二号の

　　　　表彰に該当すると認められる者があった場合に、別紙様

　　　　式第１により後援会長に推薦するものとする。 

（被表彰者の決定） 

第４条　後援会長は、前条の規定に基づき被表彰者を決定する。 

（表彰状の授与） 

第５条　前条の規定に基づき決定した被表彰者には学部長から、

　　　　人間学部長賞の表彰状を授与する。 

　　　②後援会は前項の表彰状に併せて記念品を贈呈することが

　　　　できる。 

第６条　表彰状の様式は、別紙様式第2のとおりとする。 

第７条　この規程の改廃は、後援会役員会が行う。 

附　　則 

この規程は、平成19年２月24日から施行する。 

附　　則 

この規程は、平成22年３月５日から施行する。 

弔慰金に関する規程 

（目　　的） 

第１条　本規程は、名城大学人間学部後援会（以下｢本会｣という。）

　　　　会員および人間学部関係者に弔慰金を支出することを　

　　　　目的とする。 

（弔 慰 金） 

第２条　弔慰金等の対象および金額については「別表１」のとお

　　　　りとする。弔慰金等は、30日以内に遺族または、その代

　　　　理者から本会の事務局に申請する。 

　　　②前項以外の者で会長が特に必要を認めた場合には、弔慰

　　　　金を支出することができる。 

　　　③葬儀には、供花一対を添えることができる。 

第３条　この規程の改廃は、後援会役員会が行う。 

附　　則 

この規程は、平成19年１月12日から施行する。 

附　　則 

この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

別表１ 
＜弔慰金＞ 

対　象　者 

学生 

正会員（学生の父母） 

賛助会員 

金　　　額 

30,000円 

20,000円 

30,000円 

 
会　則 内　規  等 
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 人間学部後援会は、設立7年目を迎え、後援会活動も充実してまいりました。また、後援会活動内容を皆さまにご理解

頂き、会員数も増え、役員・教職員一同心強く感じております。 

　今年度はご父母の皆様のご要望にお応えし、父母懇談会を１か月早めて開催いたします。そのご案内をお届けする

ため本会報を例年より早めの発行といたしました。 

　今後も学生の声に、ご父母の声に耳を傾けながら、よりよい教育環境を提供できるように努めてまいります。ご意見、

ご要望等がございましたら事務局までお寄せ下さい。 

　なお、この度は後援会の役員の皆様、先生方及び学生の皆様方のご協力により、「こころね」第6号を発行できました

こと、この場をお借りし心よりお礼申し上げます。 

定期総会報告 

平成24年度人間学部後援会定期総会 
日　時：平成24年4月4日 
場　所：天白キャンパス 共通講義棟北　N-202講義室 
出席者：47名出席（委任者424名） 

第2号議案　平成23年度事業報告について 
1.【人間学部後援会第5回定期総会】 
日　時：平成23年4月5日（金） 
場　所：天白キャンパス　共通講義棟北　N-104教室 
出席者： 1年生（39名）、2～4年生（18名）、委任状:438名 

第5号議案　平成24年度事業計画（案）について 
1.【定期総会】 
日時：平成24年4月4日（水）13：30　～ 
場所：天白キャンパス　共通講義棟北　Ｎ-202講義室 

2.【刊行物の発行】 
後援会会報「こころね」第6号　人間学部10周年特集号 
〈特集：学部の授業風景・指導教員紹介・父母の声・海外研修(体験報告)・一筆啓上〉 

4.【新入生セミナー】 
日時：平成24年4月14日（土）～15日（日） 9：30 集合／12:00 解散 
場所： 豊橋 シーパレスリゾート 

5.【卒業祝賀会】 
日時：平成25年3月19日(日)（平成25年度予算） 
場所：名古屋観光ホテル／名古屋市中区錦1-19-30

6.【会員子弟の表彰】 
1.学術・スポーツ関係優秀者 
2.卒業論文優秀者 
3.資格取得者表彰 
4.社会活動表彰 

学務センター・指導教員推薦 
卒業論文優秀（ゼミ指導教員推薦） 
資格取得者（自己申請） 
社会活動貢献者（自己推薦、機関の推薦） 

… 
…………… 
…………… 
……………… 

7.【援助関係】 
1.卒業祝賀会の援助 
2.新入生セミナーの援助 
3.教育・研究の援助（ゼミ費援助） 
4.学術講演会援助 
5.海外研修奨学金 
6.就職関係援助 
7.学生活動援助 
8.記念事業援助 

会費制（一部負担） 
セミナー宿泊費援助 
ゼミ旅費援助 
学術講演会講師の謝金他 
海外研修（人間学部開講科目：特別留学プログラム） 
就職対策講座受験料補助 
スポーツ大会等援助 
10周年記念事業援助 

………… 
……… 
… 

…………… 
…………… 
……………… 
……………… 
……………… 

2.【後援会会報】 
人間学部後援会会報第5号「こころね」発刊　平成23年9月10日発行 

4.【新入生セミナー】 
日　時：平成23年4月16日(土)～17日（日） 9：30 集合／12:00 解散　 
場　所：豊橋シーパレスリゾート 
参加者：1年生／205名、学生スタッフ／18名、教職員／23名 

7.【資格取得者表彰】 
1.受付期間：平成23年12月～平成24年1月末日 
2.表 彰 者：延べ22名  (記念品贈呈)

8.【援助関係】 
1.12ゼミ 119名に対しゼミ旅費の援助 
2.学生スポーツ大会援助　 
3.海外研修奨学生 2名に対し奨学金 
4.全国大会出場部への援助（ヨット部・女子駅伝部・柔道部） 

5.【卒業祝賀会】 
日　時：平成24年3月16日(金) （平成24年度予算） 　 
場　所：ウェスティンナゴヤキャッスル 
参加数：卒業生 200名参加 

6.【卒業論文優秀者表彰】 
表彰者　　21名 
卒業論文優秀者に対し表彰状と記念品の贈呈　　　　　　21名 

3.【父母懇談会開催】 
［豊 橋 会 場］ 日　　　時：平成23年10月22日(土) 13：00～15：00 

場　　　所：ホテルアソシア豊橋　　  
参加ご父母：12組 14名（当日欠席1組 1名を除く） 

［名古屋会場］ 日　　　時：平成23年11月12日（土） 10：00～13：40 
場　　　所：天白キャンパス 共通講義棟北館　 
参加ご父母：72組 98名 

平成23年度  名城大学人間学部後援会収支決算書 
自　平成23年3月 1日 
至　平成24年2月29日 単位：円 

 

収　　入　　の　　部 
項　　目 

 

平成23年度予算額 平成23年度決算額 備　　　　　考 

項　　目 平成23年度予算額 平成23年度決算額 備　　　　　考 
支　　出　　の　　部 

前 年 度 繰 越 金  
会 費  
雑 収 入  
収 入 合 計  

18,603,825 
8,400,000 
10,000 

27,013,825

18,603,825 
8,106,000 

2,658 
26,712,483

 
後援会費 
預金利息 

会 議 費  
懇 談 会 費  
学部援助費  
刊 行 費  
学生奨励費  
交通通信費  
記 念 品 費  
予 備 費  
小 計  
消耗印刷費  
慶 弔 費  
交通通信費  
雑 費  
小 計  
特別会計繰入金 

支 出 合 計  
次 年 度 繰 越 金  
合 計  

500,000 
900,000 

6,000,000 
800,000 
800,000 
200,000 
300,000 
323,825 

9,823,825 
70,000 
200,000 
20,000 
100,000 
390,000 

1,000,000 
11,213,825 
15,800,000 
27,013,825

392,950 
624,075 

5,181,118 
645,781 
271,970 
183,150 
296,582 

0 
7,595,626 

4,949 
38,750 

0 
50,270 
93,969 

1,000,000 
8,689,595 
18,022,888 
26,712,483

総会費、役員会、会議費 
父母懇談会 
卒業祝賀会、新入生セミナー、ゼミ援助費 
後援会会報発行 
学生表彰（論文・資格取得ほか）奨学金 
交通費、通信費・送料 
卒業記念品 
 
 
事務用品 
弔慰金 
交通費、通信費・送料 
監査報酬料、振込手数料、証明料 
 
記念行事 

事
　
　
業
　
　
費 

事
　
務
　
費 

上記のとおり平成23年度の収支決算報告をいたします。 

平成24年3月9日 名城大学人間学部 後援会長 

監査の結果、相違ないことを認めます。 

平成24年3月9日 

平成24年3月15日 

会計監査 

会計監査 

公認会計士 

 

平成24年度  名城大学人間学部後援会収支予算書 

自　平成24年3月 1日 
至　平成25年2月28日 

【一般会計】 

【一般会計】 

収　　入　　の　　部 
項　　目 

 

平成23年度予算額 平成23年度決算額 備　　　　　考 
前 年 度 繰 越 金  
一般会計からの繰入金 
収 入 合 計  

5,000,000 
1,000,000 
6,000,000

5,000,000 
1,000,000 
6,000,000

 

【特別会計】 

単位：円 

収　　入　　の　　部 
項　　目 

 
平成24年度予算額 平成23年度予算額 増減額（△は減額） 備　　考 

項　　目 平成24年度予算額 平成23年度決算額 増減額（△は減額） 備　　考 
支　　出　　の　　部 

前 年 度 繰 越 金  
会 費  
雑 収 入  
収 入 合 計  

18,022,888 
8,400,000 
10,000 

26,432,888

18,603,825 
8,400,000 
10,000 

27,013,825

△580,937 
0 
0 

△580,937

 
後援会費 
預金利息 

会 議 費  
懇 談 会 費  
学部援助費  
刊 行 費  
学生奨励費  
交通通信費  
記 念 品 費  
予 備 費  
小 計  
消耗印刷費  
慶 弔 費  
交通通信費  
雑 費  
小 計  
特別会計繰入金  

支 出 合 計  
次 年 度 繰 越 金  
合 計  

500,000 
900,000 

6,000,000 
800,000 
500,000 
300,000 
300,000 
200,000 

9,500,000 
70,000 
200,000 
20,000 
100,000 
390,000 

1,000,000 
10,890,000 
15,542,888 
26,432,888

500,000 
900,000 

6,000,000 
800,000 
800,000 
200,000 
300,000 
323,825 

9,823,825 
70,000 
200,000 
20,000 
100,000 
390,000 

1,000,000 
11,213,825 
15,800,000 
27,013,825

0 
0 
0 
0 

△ 300,000 
100,000 

0 
△ 123,825 
△ 323,825 

0 
0 
0 
0 
0 
0 

△ 323,825 
△ 257,112 
△ 580,937

総会費、役員会、会議費 
父母懇談会 
卒業祝賀会、新入生セミナー、ゼミ援助費 
後援会会報発行 
学生表彰（論文・資格取得ほか）奨学金 
交通費、通信費・送料 
卒業記念品 
 
 
事務用品 
弔慰金 
交通費、通信費・送料 
監査報酬料、振込手数料、証明料 
 
記念事業積立金 

事
　
　
業
　
　
費 

事
　
務
　
費 

【特別会計】 

収　　入　　の　　部 
項　　目 

 

平成24年度予算額 平成23年度予算額 増減額（△は減額） 備　　考 

支　　出　　の　　部 

前 年 度 繰 越 金  
一般会計から繰入金 
収 入 合 計  

6,000,000 
1,000,000 
7,000,000

5,000,000 
1,000,000 
6,000,000

1,000,000 
0 

1,000,000

項　　目 平成24年度予算額 平成23年度予算額 増減額（△は減額） 備　　考 
10周年記念事業費 
次 年 度 繰 越 金  
支 出 合 計  

5,000,000 
2,000,000 
7,000,000

0 
6,000,000 
6,000,000

5,000,000 
△4,000,000 
1,000,000

 
 

3.【父母懇談会（後援会主催）】予定 

会　場 

名古屋会場 

浜松会場 

天白キャンパス 

オークラアクトシティホテル浜松 

100組 

20組 

平成24年10月13日（土） 
10：00～ 
平成24年10月20日（土） 
13：00～ 

日　　　時 場　　　所 人数（予定） 

加鳥 順子 事務長 

石川 ともみ 

 

 

 

会長 

副会長 

副会長 

会計監査 

会計監査 

〈4年〉 

〈4年〉 

〈2年〉 

〈3年〉 

〈3年〉 

鈴 木 勝 敏  

杉 浦 真 理  

山 本 善 之  

高 柳 朋 香  

犬　飼　ひとみ 

〈4年〉 

〈4年〉 

〈4年〉 

〈4年〉 

〈4年〉 

〈4年〉 

辰 見 直 孝  

柴 田 佳 子  

桜　井　まゆみ 

加　藤　由佳子 

澤 田 恭 子  

田 中 清 文  

〈3年〉 

〈3年〉 

〈3年〉 

〈3年〉 

〈2年〉 

〈2年〉 

鹿 野 久 行  

武 井 陽 子  

佐 竹 美 絵  

押 谷 行 久  

三 輪 吉 幸  

沼 田 弘 子  

〈2年〉 

〈1年〉 

〈1年〉 

〈1年〉 

〈1年〉 

石 山 弘 子  

杉 藤 陽 子  

後 藤 千 尋  

小林　喜美代 

鬼澤　佳乃子 

編  集  後  記 

 

種　　別 

 

一般会計 特別会計 備　　　　　考 
現 金  
普 通 預 金  
定 額 預 金  
合 計  
総 計  

68,054 
17,954,834 

 
18,022,888

 
 

6,000,000 
6,000,000

 
名古屋銀行・ゆうちょ銀行 
ゆうちょ銀行 

【現金預金残高明細表】  

支　　出　　の　　部 
項　　目 

 

平成23年度決算額 平成23年度決算額 備　　　　　考 
一般会計への繰出金  
支 出 合 計  
次 年 度 繰 越 金  

0 
0 

6,000,000

0 
0 

6,000,000

 

 

積立金 

24,022,888

積立金 

私達が本年度、人間学部後援会役員を務めさせていただきます。 

後援会では本年度も様々な活動を予定しております。 

皆様のご協力、ご参加のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

平成24年度　人間学部後援会 役員名簿 

今回の表紙はロンドンオリンピックと涼しさをイメージしました。 




